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生態系の多様性
いろいろなタイプ

の自然があること

森林、里地里山、河川など、いろい

ろなタイプの自然があります。

種の多様性
いろいろな生き物

がいること

動物、植物、微生物など、いろいろ

な生き物がいます。

遺伝子の多様性
同じ種でも多様な

個性があること

同じ種でも異なる遺伝子を持つこと

により、形や模様などに多様な個性

があります。
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出典：地球規模生物多様性概況第５版（生物多様性条約事務局）

生物多様性に関する世界目標～ネイチャーポジティブ～
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高槻市には高槻市には

豊かな自然がいっぱい！豊かな自然がいっぱい！
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生物多様性とは、生き物たちの豊かな個性とつながりのこと。

私たち人も含めた多くの種類の生き物は、自分たちの生きる場所を見つけ、

互いに違いを活かしながら調和しています。この調和していることを

生物多様性といいます。

生物多様性を守るには、次の３つのレベルで保全していくことが重要です。
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ネイチャーポジティブ（自然再興）とは、

2030年までに生物多様性の損失を止め、

反転させることを意味する世界目標です。

「今までどおり」では、生物多様性の傾

向は低下し続けると予測されています。

さまざまな行動分野が組み合わされば、

生物多様性の低下を遅らせることが可能

で、流れを変える可能性があります。
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カジカガエル(保護動物)

モリアオガエル(保護動物)

ゲンジボタル(保護動物)

ヒダサンショウウオ(保護動物)

真上公民館(保護樹木)
宮田春日神社(樹林保護地区)
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ネイチャーポジティブの図

ネイチャーポジティブをめぐるキーワード

①30by30（サーティ・バイ・サーティ）

　2030年までに陸と海のそれぞれ30％以上を保全する世界目標を

　「30by30」といいます。日本では、陸域20.5％と海域13.3％が保護

　地域として保全されています。

②OECM（Other Effective area-based Conservation Measures）

　保護地域以外で生物多様性の保全に貢献している場所を「OECM」と

　いいます。OECMとして登録することで、その場所の大切さをみんな

　が共有し、一緒に守っていくことにつながります。

　　OECMの例：企業の森、ビオトープ、里地里山、都市内の緑地・公園、

　　　　       河川敷、建物の屋上　など

③自然共生サイト

　民間企業や地方公共団体、個人の取組などによる生物多様性を増進

　する活動計画を国が認定する制度です。認定された活動の実施区域

　を「自然共生サイト」と呼びます。大阪府内でも認定数が増加しつ

　つあります。

　　　　　今後も、世界や国の動きに関する最新

　　　　　情報をみなさんに発信していきます！
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檜尾川

芥川

淀川
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カワセミ
芥川の中流で一年中見ることが

できる、青色の美しい鳥。

カヤネズミ
親指くらいの大きさの、小さな

ネズミ。秋には丸い巣をつくります。

モミ・ツガ林
モミの木の葉は、ツガと同じ

ように細くて硬いのが特徴。

春に黄色い花を咲かせます。

ヒメボタル
赤いところに黒い三角の模様があるのが

特徴。５月中旬から下旬の生暖かい夜には、

ヒメボタルの成虫が飛びます。

女瀬川アユ
日本の夏を代表する川魚。秋に

なると、卵を川底に産み付けます。

サワガニ
水のきれいな上流域に生息しています。

一生を淡水域で過ごすカニ。

落葉樹林
秋にはきれいな紅葉が

見られます。

ヨシ
水辺に生える背の高い植物。

秋には穂をつけて、その中に小さな

種をつくります。
アサギマダラ
海を越えて旅をするアサギ色の

チョウ。９月頃に見られます。

ハグロトンボ
ハネが真っ黒いトンボ。幼虫は水中に

生息し、成虫になると林に移動し、

産卵期になると川に戻ります。

摂津峡

津之江公園

ポンポン山

本山寺

芥川

鵜殿のヨシ原

ミヤマカワトンボ
初夏に成虫になるトンボ。大きな石に

オスがとまって縄張りをつくります。

神峯山寺

シイ林
春に黄色い花を咲かせ、秋には

どんぐりの実がなります。

樫船神社

ツガ林
葉が針のように細長く、ツヤが

あるのが特徴。
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高槻市のこんなところに豊かな自然が！
たか  つき   し 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ゆた　             し   ぜん

　高槻市には、森林、里山、芥川、鵜殿のヨシ原

など、さまざまな生き物が関わりあう生態系の豊

かな地域が数多く残されています。

　それぞれの環境には、その環境にあった生き物

が生息しています。どこにどのような生き物がい

るのか見てみましょう！
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高槻市の取組
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『第２次高槻市みどりの基本計画』において掲げている将来像「豊かな環境をもつみどり

が多様な生き物のすみかとなり、人と生き物が持続的に共生できるまち」を実現するため、

さまざまな取組を進めていきます。

市民の主体的な活動につながるよう、人と動植物

が共生することの重要性などをわかりやすく情報

発信し、市民への啓発を図ります。

生き物の生息環境の保全

生物多様性保全の

市民への啓発

市内のいろいろな地域で、多くの生き物が生息する

環境を守ります。津之江公園自然再生エリアでは、

市民と協力して保全に向けた取組を進めます。

い　　　 もの　   せい そく かんきょう　    ほ ぜん

特定外来生物の駆除に、市民や関係機関と協力して取り組

みます。農業や生態系への被害の拡大を防ぐため、根気よ

く取り組む必要があります。
特定外来生物の駆除

草かりなどの整備活動 植物や昆虫、野鳥の観察会 小学生向けの環境学習

クビアカツヤカミキリ

　　　の成虫

高槻市立自然博物館

（あくあぴあ芥川）
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高槻市立自然博物館（あくあぴあ芥川）は、高槻の自然が

わかるみんなの博物館です。館内には、芥川の魚・カメ・

カニなどの水族館や、鳥・哺乳類・昆虫類・化石・岩石な

どの標本展示室があります。

生き物の質問や相談などがありましたら、気軽にお問合せ

ください。
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特定外来生物とは、外来生物（海外起源の外来種）であって、法律で指定された動物や植物のこと。飼育・栽培・保管・運搬の禁止な

ど様々な行為が法律で禁止されています。高槻市には、アライグマやクビアカツヤカミキリなどの動物、ミズヒマワリやオオバナミズ

キンバイなどの植物の生息が確認されています。

　　　　　　　　　　　　  あくたがわ    　　　　　　

 い　     もの　    しつ もん　    そう だん　                                                  き  がる　         とい あわ

とくてい がいらい せい ぶつ　         　  がいらい せいぶつ      かいがい   き げん　    がいらいしゅ                              ほうりつ　     し てい               どうぶつ　　 しょくぶつ    　　　　　  　  し いく　  　さいばい　   　ほ かん    　うんぱん    　きん し　

　   さまざま　  　こう い　　   ほうりつ  　　きん し                                  たか つき  し                                                                                                        どうぶつ                                                                                

アライグマ
 クビアカツヤカミキリ
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　　　の駆除活動
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